
 1 

フェンチオン（CAS no. 55-38-9） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

フェンチオンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、比較的高濃度で魚

類の内分泌系への影響及び比較的高用量でほ乳類の生殖への影響を示すことが示唆され、試験管内

試験において、抗アンドロゲン様作用を持つことが示唆された。 

 

(１)生態影響 

 Kling(1981)によって、フェンチオン７mg/L に 14 日間内に 24時間×５回ばく露された成熟雌淡

水産カワスズメ属の一種(Tilapia leucosticta)への影響が検討されている。その結果として、卵巣

相対重量の低値、変性卵による卵巣閉鎖、第６期成熟卵母細胞の消失、第３～４期未成熟卵母

細胞の胚吸収、卵胞上皮細胞の腫大が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗エストロゲン様作用、アンドロゲン様作用 

 

(２)生殖影響 

 Budreau と Singh(1973)によって、フェンチオン 60ppm を 5世代飲水投与された CD-1マウスへ

の影響が検討されている。その結果として、F0b、F1a における出産率の低値、F1a、F3a、F3b

の 4～28 日齢における新生児生存率の低値、F0a、F1a、F1b、F2a における交配から出産に至

るまでの所要日数の遅延が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

 Kitamura ら(2003)によって、フェンチオン 25、50mg/kg/day を７日間皮下投与された幼若雄

Wistar ラットへの Hershberger 試験 (精巣摘出処置後、テストステロンプロピオネート

500μg/kg/dayをフェンチオンと同時投与)が検討されている。その結果として、25mg/kg/day 以

上のばく露群で前立腺相対重量の低値、精嚢相対重量の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用 

 

(３)抗アンドロゲン様作用 

 Kitamura ら(2003)によって、フェンチオンについて、形質転換マウス線維芽細胞 NIH3T3 によ

るレポーター試験が検討されている。その結果として、フェンチオンは、１μM(=278μg/L)の濃

度において、0.0001μMジヒドロテストステロンによるルシフェラーゼ発現誘導を阻害した。 
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